
 

 

１．科目名（単位数） 国語（書写を含む）（幼） （2単位） 

３．科目番号 

SJMP1281 

SJMP2381 

SJMP2381 ２．授業担当教員 小本 そのみ 

４．授業形態 講義 演習 討議 発表  ５．開講学期 秋期 

６．履修条件・ 

他科目との関係 
 

７．講義概要 

 国語（日本語）能力の養成・強化を主とする。発音・アクセント・方言等の日本語の特質や語法・表現

技法に至るまで、日本語の基礎的知識を習得するとともに、語彙力や文章表現力の養成に努める。また幼

児の発達段階を踏まえ、実際の絵本等児童文化教材の分析から、国語（日本語）の使用方法を実感的に理

解する。どのような指導を行えば言語能力を向上させていくことができるのか、具体的な教材を用いるこ

とで言語能力を高める。 

８．学習目標 

１，国語科教育の歴史や意義を踏まえ、国語（日本語）能力を高める。 

２，言葉の機能や教科としての国語の特質を理解し、説明できるようになる。 

３，話すこと、聞くこと、書くこと、読むことの能力を養い、伝え合う力を高めるとともに、指導者とし

てふさわしい言語能力を身につける。 

９．アサイメント 

（宿題）及びレポー

ト課題 

 日本語や国語科教育に関する基礎的な知識と指導者としてふさわしい言語能力を身につけるための一環

として、以下の課題の提出を求める。 

課題１．方言に関するレポート （第７回） 

課題２．毛筆の練習用紙（第９回） 

課題３．硬筆の練習用紙（第１０回） 

課題４．語彙に関するレポート（第１１回） 

10．教科書・参考書・

教材 

【教科書】授業内でプリントを配付する。 

【参考書】文部科学省『小学校学習指導要領解説 国語編』東洋館出版社、2018。 

     文部科学省『幼稚園教育要領解説』フレーベル館、2018。 

11．成績評価の規準と

評定の方法 

○成績評価の規準 

１ 国語（日本語）能力を高め、言葉の機能や教科としての国語の特質を理解したか。 

２ 話すこと、聞くこと、書くこと、読むことの能力を養い、伝え合う力を高めるとともに、指導者とし

てふさわしい言語能力を身につけることができたか。 

○評定の方法 

  授業態度  ５０％ 

  提出物等  ３０％ 

  期末試験  ２０％ 

上記のほか、本学の規定に定められている３／４以上の出席が単位の条件である。 

12．受講生への 

メッセージ 

言語は論理や思考などの知的活動やコミュニケーション、感性・情緒の基盤になるといわれています。

本科目では、言葉を交わす喜びや豊かな表現などを伝えるモデルとしての役割を果たせる指導者になるた

めに、日本語という言語、そして日本語という言語の使い手としての自分と向き合います。子供たちが言

葉で気持ちを表現する楽しさ、伝え合う喜びを味わい、言語感覚を豊かにしていけるよう、自分自身の言

語能力を高めるのだという自覚をもって、事前事後学習も含め、授業の言語活動に積極的に取り組んでく

ださい。本科目の言語活動が、日本語についての自分なりの考えを深め、指導者にふさわしい言語能力を

身につけることにつながると考えます。 

＊座席は指定とします。 

13．オフィスアワー 授業内（初回授業）で周知する。 

14．授業展開及び授業内容 

講義日程 授業内容 学習課題 

第１回 
オリエンテーション（シラバスの確認、授業展開の見通

し） 

事前学習 
シラバスを読み、授業の概略を把握するこ

と。 

事後学習 
「日本語」と「国語」の違い、「共通語」と「標

準語」の違いをまとめること。 

第２回 国語科教育の歴史と意義について学ぶ。 

事前学習 
国語科でどのようなことを学習してきたか

振り返ること。 

事後学習 
国語科の［知識及び技能］について、各事項

の項目をまとめること。 

第３回 学校現場における日本語教育の現状について学ぶ。 

事前学習 
日本語教育と国語科教育の違いについて調

べること。 

事後学習 
学校現場における日本語教育についての自

分の考えをまとめること。 

第４回 
「音声」「音韻」「音節」等、日本語の発音や音の仕組み

について学ぶ。 

事前学習 
単音と音素、音節とモーラ、特殊音素など重

要語句の意味を調べること。 

事後学習 
音声と音韻について理解したことをまとめ

ること。 

第５回 日本語のアクセントの機能、型、表記法について学ぶ。 
事前学習 アクセントの滝と核について調べること。 

事後学習 日本語のアクセントの特徴をまとめること。   

第６回 文字の種類や漢字に関する知識の拡充を図る。  

事前学習 漢字の成り立ちについて調べること。 

事後学習 
漢字の 4つの造字法について、具体的な漢字

を例に挙げながらまとめること。         



 

 

第７回 万葉仮名、平仮名、片仮名についての知識の拡充を図る。 

事前学習 平仮名の成り立ちについて調べること。 

事後学習 
仮名について得た知識をまとめること。 

方言に関するレポートを書くこと。*課題１ 

第８回 
ローマ字の綴り方や現代の表記法の原則に関する基礎

的理解を図る。 

事前学習 ローマ字の歴史について調べること。 

事後学習 
訓令式、日本式、ヘボン式の特徴についてま

とめること。 

第９回 
「毛筆」の実技を通して毛筆で書くことの意味について

考える。 

事前学習 筆ペンを準備して、試し書きをすること。 

事後学習 
配布された練習用紙で毛筆の練習をするこ

と。              ＊課題２ 

第１０回 
「硬筆」の実技と前回授業をふまえたうえで書写教育の

意義について考える。 

事前学習 正しい鉛筆の持ち方を確認すること。 

事後学習 
配布された練習用紙で硬筆の練習をするこ

と。              ＊課題３ 

第１１回 
語彙の拡充を図るとともに、語構成や語種など語彙に関

して教材の分析をする。 

事前学習 日本語の語種について調べること。                

事後学習 
語構成や語種などをふまえ、さらに語彙の拡

充を図ること。  ＊課題４ 

第１２回 
学校文法を中心とした文法①「文の構造や用言」につい

て、日本語の文法の基礎的知識を確認する。 

事前学習 中学校で習った品詞について確認すること。 

事後学習 品詞の分類について確認すること。 

第１３回 
学校文法を中心とした文法②「自立語と付属語」につい

て、日本語の文法の基礎的知識を確認する。 

事前学習 品詞の役割を確認すること。 

事後学習 自立語と付属語についてまとめること。 

第１４回 待遇表現、敬語表現について学ぶ 
事前学習 待遇表現の分類について調べること。 

事後学習 敬語の種類をまとめること。 

第１５回 

本科目での学びを振り返り、自分にとって日本語とはど

のようなものなのか考察する。 

授業評価 

事前学習 
前回までの授業資料に目を通し、学びを振り

返ること。 

事後学習 
日本語という言語と向き合ったことによる自分

の変化について考え、まとめること。 

期末試験 

 


